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２8 年ぶりの平和の旅 

平和が次世代にとって 

自分事になることを願って 

広島・長崎に原子爆弾が投下されてから７８年が経過しました。あまりに

も多くの命が奪われ、今もなお後遺症に苦しむ人も多く存在する、我々にと

って決して忘れてはならない歴史です。しかし、一方で、当時の戦争や原子

爆弾の被害を実際に知る方たちは高齢化し、その実相をつぶさに語ること

ができる人材は年々減ってきています。 

中野区は昭和５７年に「憲法擁護・非核都市」の宣言を行って以来、さま

ざまな平和に関する事業を実施してきました。そのなかで、「平和は語り継

ぐものである」こととともに、「次世代が平和について自分事として自ら考え

学ぶ」ことをより強化していくこととしました。これに伴い、原爆被爆地であ

る広島へ、区内在学の中学２年生を派遣する平和学習事業「平和の旅」を

平成７年度以来となる２８年ぶりに実施しました。 

平和の旅では、当日のみならず、広島の平和記念公園内に設置されてい

る「原爆の子の像」の建立のきっかけとなった佐々木禎子さんの甥である

佐々木祐滋氏を迎えて事前学習会を行ったり、旅の振り返りや平和メッセー

ジの作成などの事後学習会を行うなど、より「自分事」としての学びの場を

提供するよう努めました。 

この報告書は、事前学習会、事後学習会も含めて、参加した生徒たちの

体験の記録であるとともに、生徒たちがどのようなことを感じ、学び、生かそ

うと思ったのかを綴ったものです。 

この報告書が、我々も含め、戦争を知らない世代が平和について考える

きっかけになれば幸いです。 

令和６年２月 
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平和の旅・広島 2023 に参加したみなさん 
  

  

阿部 月弥 さん 

神永 響也 さん 

伊藤 佳也乃 さん 

新澤 はな さん 鳥海 まどか さん クレメンティディアルビッツィ
海路 さん 

大嶋 珠穹 さん 

川内 久美子 さん 

馬渡 琴 アレッサ さん 森内 凜音 さん 
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事前学習会 
  

日時 令和５年１１月１９日（日）１３：３０～１６：５０ 

場所 平和資料展示室（中野区立総合体育館内） 

  

 ＜プログラム＞ 

1)  自己紹介 

2)  平和についての学習会 

3)  佐々木祐滋氏による講話 

4)  折り鶴プロジェクト参加 

      

  事前学習会を終えてみんなで一枚 
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 講話 
 広島の平和記念公園内にある「原爆の子の像」建立のきっかけになった佐々木禎

子さんの甥、佐々木祐滋氏から原爆被害を受けた禎子さんの話や、平和のためにど

んな活動をしているかの話を聴きました。 

 

折り鶴 
参加者の折り鶴は、旅の当日まで平和資料展示室にある佐々木禎子さんの折り鶴

（実物・レプリカ）と一緒に過ごしました。また、平和資料展示室にて常時実施してい

る折り鶴プロジェクトで作成した千羽鶴は、区民の方の思

いとともに、広島の原爆の子の像へと届けました。 

  左：佐々木禎子さんが病床で折った折り鶴（実物） 

右：レプリカ（G7 広島サミットで各国首脳に配付） 

どちらも平和資料展示室で常時展示中 

折り鶴プロジェクトで

作成した千羽鶴 
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１２月２日（土） 東京 → 呉 

７：００  
集合出発～ 
中野区役所発 

 
 
 

 
 
～12：02 

広島駅着 

 

12：50  

呉駅着 
昼食 
ハイカラ食堂 

 
 
13：45～ 

大和 
ミュージアム 
 

 
16：00～ 
堺橋 

 
 
１６：２０ 

呉駅発 

 

区役所前で集合 新幹線で約 4 時間の長旅 

広島駅へ到着して一息 

ハイカラ食堂 海自カレー 

堺橋（呉市を舞台とする映画のロケ地） 

大和ミュージアム戦艦大和の 10 分の 1 模型 

実際に体を動かす 

タイプの展示も！ 
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１２月２日（土） 東京 → 呉 

１８：０５ 
ホテル到着 
 

 
 
１９：００ 

夕食 

 

 

２０：００～ 
振り返り 
学習会 

 

 

ホテル内レストランでの夕食 
地産地消にこだわっ
たメニューに舌鼓♪ 

学習の１日を終えて 
広島駅直結のホテル
に到着 

知っていた歴史と実際の歴史とが違って

いた。 

景色がきれいだったが、爆弾

はこの景色も破壊したのだと

学んだ。 

戦艦大和をつくった技術力は、

平和な時代であれば日本を世

界に進展させるものになってい

たと思う。 

戦艦大和に乗っていた人のボイスメッ

セージを聞いて、死を覚悟しなければ

ならないのはおかしいと感じた。 

戦争は映画や本の中の出来事だ

ったが、実際の写真や亡くなった

方の名前を見て実感がわいてき

た。明日、もっと実感を強めたい。 

戦 艦 大 和 の 技 術

は、現代のものづく

りの技術として役

に立っていることを

学んだ。 
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１２月３日（日） 広島市内 → 東京 

 

 

８：３０～ 

ホテル発 

平和記念資料

館へ 

 

 

広島平和記念資料館入口の「地球平和監視時計」  

訪問した令和５年１２月３日は 

広島への原爆投下の１９４５年８月６日から２８，６０８日 

最後の核実験から８０８日だった 

原子爆弾が燃え広がる様子を

ＣＧ展示で学ぶ 

被爆したまちの残骸から原子

爆弾の破壊力を知る 

子どもの被害者とその遺品 

佐々木禎子さんが病床で

折り続けた折り鶴たち 
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１２月３日（日） 広島市内 → 東京 

 

 

１０：３０～ 

平和記念公園

内の碑巡り 

 

広島市観光ボランティアガイドにより、平和への強い思いとともに様々な記念碑

などを巡りました 

原爆ドームとともに 原爆死没者

慰霊碑へ献

花しました 

原爆の子の像へ千羽鶴を

捧げます 

中野区平和資料展示室で「憲

法擁護・非核都市」の宣言４０

周年の令和４年８月１５日まで

に、区民のみなさんが折った

折り鶴と、参加者の折り鶴を

原爆の子の像に捧げて、みん

なで平和を祈りました 
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１２月３日（日） 広島市内 → 東京 

１１：４５～ 

昼食 

むすびの 

むさし 

土橋店 

 

１３：４３～ 

広島駅発 

  

  

１８：２０ 

中野区役所前 

解散 

 

広島名物で栄養チャージ！ まちの文化とともに料理の

説明をしてくれました 

２日間お疲れ様でした

みんなと一緒に旅をした 

みんなで作った 

フラッグさんも 

お疲れ様でした 
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事後学習会 
令和５年１２月２６日（火）１３：３０～１６：３０ 

平和資料展示室（中野区立総合体育館内） 

＜プログラム＞ 

1) 旅の振り返り 

旅から約２週間。あの時に感じたことを自分ごと

にするために振り返ってみました 

2) 平和メッセージの作成 

平和への想いを自分だけのことではなく、みんな

へ伝えるための言葉を考えてみました 
 

 

旅で学んだことや感じたことを 

あらためてみんなと共有しました 

時間が経ってみて、みんなへ伝えることを考える

と、みんなと交わした言葉が新たな気づきを生ん

でくれているようでした 

平和のために自分たちは何ができるのか 

どうしたら平和になるのか 

話し合いながら一人一人が自分なりの言葉を 

考えていきました 

 

 

自分が人に伝えたい「平和メッセージ」を 

思いとともに発表しました 

それぞれが考えた言葉は、この旅のことをより多

くの人に伝えるために冊子にしたり、平和のつど

いで自分たちの言葉で伝えてもらうことをイメー

ジしてもらいました 
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平和について 

何を思い 

何を感じて 

どう考えたのか 

それぞれに言葉を紡いでもらいました 

  

 

 

 

 

 

作文集 
  

 

 

 

 

 

表現等は生徒の意思を尊重し、そのまま掲載しています。 
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僕は 12 月 2～3 日に広島

に行きました。とても楽しくて、

新しく知ることがたくさんありま

した。その中で印象に残ったこ

とや考えたことなどを書いてい

きます。 

まず最初に大和ミュージアム

に行きました。来て最初に戦艦

大和の 10 分の 1 模型にすご

い驚きました。すごく大きくて

10 分の 1 だけどたくさんの人

が乗れそうな大きさでした。そ

して再現度も高く、戦艦の先ま

で精密に再現してありました。

それを見た後に呉の歴史の資

料を見たのでとても壮大な感

じがわかりました。そして他にも

当時につくられていた道具や

機械などの模型がたくさんあっ

て、それらをつくった技術にもと

ても強い尊敬の気持ちを抱き

ました。今から何十年も

前につくっていた物とは

思えなかったからです。

だけど、その素晴らしい

技術をその当時人を殺

す兵器に使っていたこと

がとても悲しくも思いま

した。 

2 日目は平和記念資

料館に行きました。その当時か

ら残っている物や生き残った人

の描いた絵などを音声とともに

観ることができました。すごく

痛々しくて、少し怖かったです。

だけど歴史が好きな自分にと

っては日本史の新たな知識を

得るための良い機会でした。そ

れと実際に平和記念資料館に

行って観ていくと「この歴史は

絶対に忘れてはいけないもの

だ」と行く前とは比べものにな

らないくらい感じました。ぱっと

見海外からの人が多かったの

で、その人達もその気持ちを感

じているといいなと思いました。

みんなが平和であることを願

い続ける世界がいいなと思い

ます。 

この平和の旅を通し

て、戦争などに関して

色々な知識がつきまし

た。それらから今過ごし

ている日々はとても平

和なものなのだと再認識しまし

た。この平和な日々を守るため

に僕にできることは、戦争とい

うものがやってはいけないもの

で、この平和はとても尊いもの

だということを忘れないでみん

なに伝えていくことであると思

いました。  

阿部
あ べ

 月
つき

弥
や

 

 

 

 

 

 

 

【平和担当】楽しむことを考

えて争いをなくしたいですね 
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広島で学んだこと 

  

 私は平和の旅で広島に行っ

たことで、この日本でかつて実

際に戦争があり、広島には原

子爆弾が投下さ

れ て 亡 く な っ た

方々がたくさんい

たという現実を目

の当たりにしまし

た。今まで、学校

の授業で戦争につ

いて学んだり、お話を聞かせて

いただいたりしてきましたが、

自分が想像していた以上に戦

争は悲惨で残酷なものだった

ということが分かりました。 

 一日目に行った呉にある大和

ミュージアムでは、日本の造船

技術力の高さを知ることができ

たり、戦艦大和の最期、特攻隊

のことについて深く学ぶことが

できました。一番印象的だった

のは、特攻隊員の方の実際の

音声を聞いたことです。出撃を

待つ間、大切な人たちと永遠

に別れなければならないと思う

とどんなに無念だったのだろう、

それでも特攻隊

に選ばれたこと

を誇りに思わな

ければならない

この時代は辛か

ったのだろうなあと思いを馳せ

ました。 

 二日目の平和記念資料館で

は、焼け焦げた三輪車や被爆

した方々の写真や絵、実際に

着ていた服などを

見ました。一瞬にし

て人々の尊い命を

奪った原爆の恐ろし

さを目の前にすると、

目をそらしてしまい

たくなりましたが、

被爆して亡くなった方々の中に

は、自分と同年代の中高生も

多くいたということが分かり、

胸が痛みました。 

 二日間、平和について目で見

て、耳で聞いて、心で感じなが

ら学習してきました。参加する

前は、戦争についてどこか他人

事で過去のものだと思っていま

した。広島の歴史にじかに触れ

て、こんなに悲しい歴史は絶対

に二度と繰り返してはいけない

と強く思いました。 

 私は、平和な時代の日本に生

まれ育っています。世界に目を

向けると、ウ

ク ラ イ ナ や

ロ シ ア な

ど 、 今 こ の

瞬間も苦し

ん で い る

人 々 が た く

さんいます。

平和のためにできることは、自

分たちが争いを起こさないこと

だと思います。まずは、私が家

族や友達、身近な人たちを大

切にしていきたいです。今回、

広島に行くことができて本当に

良かったです。戦争の恐ろしさ、

命の大切さ、平和の尊さを未

来に伝え続けていきたいと思

います。ありがとうございました。  

 伊藤
い と う

佳也乃
か や の

 

 

 

【平和担当】繰り返さないた

めに必要なこと、みんなで考

えていきましょう 
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私は「平和の旅」に参加する

までは、平和や人権について、

ある程度関心をもち、理解して

いる方だと思っていました。そ

れでも実際に戦争のことにつ

いて触れてみ

る と 、 想 像 し

ていた何十倍

も重く、複雑

で、当時のこ

とを何も知ら

ない私には理解するのが難し

いことでした。これまで自分が

理解していると思っていたこと

は戦争という大きな出来事の

ほんの一部分でしかないこと

に気づき、そんなわずかな情報

で“理解している”と思ってい

た自分が嫌になりました。 

直接、爆弾の被害に遭った

人もいれば、戦時中の厳しい

食料不足で亡くなってしまった

人、終戦後も長い間、後遺症や

偏見で苦しんだ人やまたその

家族など、数えきれない程の命

が失われ、体と心にどれ程の

深い傷を戦争という一部の人

達が起こす武力衝突が負わし

たのかを考えると、悲しさと同

時に怒りのようなものが湧いて

きました。しかし、この感情自体

が小さな問題を“戦争”という

国、世界を巻き込んだ問題に

発展していくのだ

と私は思います。

戦いではなく、理

解しようとすること

が平和へ少しでも

近づく唯一の手段

であり、すべき事なのだと戦争

について知っていく中で、何度

も感じました。でなければ、戦

争が新たな戦争を引き起こし、

この世界から決して戦争がなく

ならない、恐ろしい悪循環のみ

が生まれてしまうからです。 

きっと実際に戦争を体験して

いない私達は、完全に当時の

出来事について理解できる日

は来ないと思います。しかし、

少しでも知ろうと思い、次の

世代へ伝えていくこと、それ

だけが今を生きる私達にで

きることだと思います。 

そうして、

人から人へ

伝わり、一

人 一 人 が

“ 平 和 ” に

ついて一生

懸命考える

ことができる

世界こそが、“平和な世界”を

作っていく第一歩なのです。 

知るだけでなく伝えていく、

そうして日本から世界へと平和

の輪を広げていきたいと思い

ました。 

大嶋
おおしま

 珠穹
み く

 

 

 

 

 

【平和担当】やさしく鳩を飛び立

たせられるような世界にしたいで

すね 
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広島に平和を学びに行って 

 

僕はこの旅で原爆について

とても印象に残っています。旅

に行く前の僕は原爆について

一瞬で全てを消し去るものとい

う印象しか持って

いませんでした。し

かし平和記念資料

館の原爆の悲惨さ

は想像していたも

のを遥かに超える

ものでした。原爆

の影響は一瞬には

収まらず被爆後も

苦しむ後障害の存在もありまし

た。放射線による被害や火傷

が治った後に発症するケロイド、

白血病などが多くの人を苦し

ませてきました。また、

原爆の悲惨さを学ん

だ後に回る平和記

念公園はとてもボラ

ンティアガイドさんの

言葉一つ一つが心

に刺さりました。特に

平和の灯で言ってい

た「この火はいつ消

えるんかいうたら地

球上から核兵器が

なくなるまで燃え続ける」とい

う言葉がとても刺さりました。こ

のボランティアの方は実際に

被爆したわけでもなくただボラ

ンティアをしている方なのに、こ

れほど印象をつけさせることが

できるのはすごいなと思いまし

た。 

平和記念公園はこのような

物と人で未来に平和に向けた

これまでの活動

や、昔こんなこと

があったからこう

いう建物が建てら

れているんだよと

言った過去を物

語る建造物も建

っていました。 

広島から帰ってきて僕はこれ

からどんなことが平和につな

がるのか考えたとき、やはり今

はインターネットや辞書などが

多く残されていて

時 間 も あ る の で

知識を蓄えていく

ことが大切なので

はと思いました。

もうすぐ 14 歳に

もなる僕でもやは

り伝えるという活

動や何かを残すと

いう活動もやはり

相手の心に残る

かと考えたらやはり残らないと

思います。 

なので今は様々な知識を得

て様々な視点から物事を見る

ことをしていき、伝えることがう

まく出来るようになったら行動

に移して自ら平和を作っていけ

たらいいなと僕は思います。 

そして今回行った企画が広

がり、平和についてみんなが理

解し、考えられるようになってい

くことで世界が平和になってい

くのではないでしょうか。  

神永
かみなが

響也
きょうや

 

 

 

 

 

【平和担当】憎む前にお互

いに解り合うことが大切です

ね 
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2023 年 5 月 19 日に G7

広島サミット各国首脳らが原爆

資料館を訪れました。これが私

の原爆ドームについて興味を

持つきっかけになりました。今

まで平和な日常が当たり前す

ぎて平和に感謝することがあり

ませんでした。 

事前学習で佐々木禎子さん

の甥、佐々木祐滋さんが禎子

さんの話を中心に戦争につい

て 話 し て 下 さ り ま し

た。禎子さんは２歳の

時に被爆し元気な女

の子として育っていま

したが被爆から 10

年後に白血病と診断

され入院しました。入

院している中、禎子さ

んは「生きたい」とい

う願いを込めて薬の袋などで

鶴を折っていました。禎子さん

の実際に折った細かい鶴を見

ていたたまれない気持ちになり

ました。 

一日目の大和ミュージアム

では、原爆が落ちた瞬間の写

真に圧倒されました。光で一面

真っ白になっていて驚きました。 

二 日 目 の 平

和 記 念 資 料 館

では、被爆され

た人の焼け焦げ

た遺品、ボロボロになった衣服、

爆風で吹き飛んだ建物の残骸。

特に被爆した三輪車を見て罪

のない小さな子供の命を一瞬

にして奪ってしまう原子爆弾は

恐ろしいものだなと思いました。

また、資料の中には眠ると死体

に間違われて焼かれてしまうと

いう言葉がありました。その言

葉からも亡くなった人と生きて

る人の区別さえできないほど、

沢山の人がなくな

ったんだなと思い

悲しい気持ちにな

りました。 

平和記念資料館

見学後、原爆ドー

ムを見に行きまし

た。建物のレンガは

崩れかけ、ドームの

上の屋根は鉄骨だけになって

いました。テレビなどでよく見

ていましたが、直接見ると言葉

が出ないようなありさまでした。 

私は、今回の旅で原爆の威

力や恐さ、命の尊さ、平和であ

ることのありがたさなど沢山の

ことを学ぶことができました。８

月６日に起こった約１４万人の

命が奪われた

広島の原爆。こ

れから先、二度

と同じことを繰

り返さないようにするために自

分たちが今回学んだことを次

の世代にもしっかり伝えていく

のが大切だと思いました。そし

て、今回学んだことを今後生か

せるようにしたいとおもいまし

た。 

川内
かわうち

久美子
く み こ

 

 

 

 

 

【平和担当】今の平和を生

み出すために、たくさんの人

びとが命を落としたり苦しみ

続けていることを忘れないよ

うにしましょう 

  



20 

 

僕は１２月２日から３日にか

けて広島に行きいろんな得た

事がありました。それを順に話

していきたいと思います。 

まず、この旅で得たことは

「知識面」と「気持ち面」の２つ

の事でした。 

知識面では、大和ミュージア

ムに行った時、ヤマト戦艦の十

分の一の模型を見て、小さい

なと思いこんな弱い戦艦で飛

行戦と戦っていて約 3,000 人

もの無駄な犠牲者を出したと

いうのがより分かった事。また、

平和記念資料館では、原爆被

爆後の犠牲者の写真、資料、

手紙等を見て、原爆被爆後に

流行した病気やそれに苦しん

でいる人たちの声を通し、少し

その人達の苦しみを感じる事

が出来た事。その後平和記念

公園を探索している時にも、公

園の構造やいろんなものが建

てられた理由などがわかりまし

た。構造で言うなら、広島平和

記念資料館（本館）、原爆死没

者慰霊碑、平和の灯、平和の

池、と原爆ドームが一列に綺麗

に並んでいるところです。建て

られたもので言うと、韓国人原

爆犠牲者慰霊碑という原爆で

死亡した韓国人の墓である亀

の像は韓国の方を向いている

というところです。 

気持ち面では、戦争は何か

を解決する方法としてほぼ最

悪な方法だという気持ちが強

まった事です。その気持ちが強

まったのは、広島プロジェクト

を通していろんな場所に行きい

ろんなことを見て知った事が理

由です。また「武器」に対して

の気持ちも少し変わりました。

それは、武器とは人の心で武

器になるかならないか決まると

言う事です。つまり、武器は人

間の悪の魂が宿ったものなの

です。なぜなら、この世のすべ

てのものが武器になれるから

です。例えば服やペン、水、土

など。 

今 回 の プ

ロジェクトを

通 し て 「 戦

争 」 と 「 武

器」のあり方

や 考 え を 深

めるため、こ

れからも戦争

について色んなプロジェクトや

集まりに参加して、自分からも

積極的に戦争についての自分

の考えを発信していこうと思い

ました。そして、戦争についても

っと世界中の人に考えてほしい

と思います。 

クレメンティディアルビッツィ

海路
み ろ

 

 

 

 

 

【平和担当】戦争を引き起こ

す邪悪な心を地球から、人

類から取り除いていくことが

大切ですね。 
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『平和の旅を終えた私に出来

ること』 

 「この地面の 50cm 下には、

8 月 6 日の広島の地獄の姿が

残されているんですよ」 

記念公園のボランティアガイ

ドさんの言葉は、恐ろしさのた

めに半ば逃げるように広島平

和記念資料館を後にした私の

胸をえぐった。 

私は初めて、広島平和記念

資料館に訪れた。足を踏み入

れた瞬間、大きなショックを受

けた。そこには、想像を遥かに

上回るような原爆の実相があ

ったからだ。水を求

めて呻く人々の姿。

自 分 と 同 じ 中 学

生、それ以下の年

齢の子の焼け爛れ

たり、真っ黒に炭

化したりした遺品。

前日、大和ミュージアムで被爆

前の人々の生活が栄えていた

ことを学んだこともあり、日常

を奪われることへの恐怖が込

み上げてきた。 

特に目にとまったのは、「生

きる」というテーマ

のもと展示されて

いた、佐々木禎子

さんが自身の白血

球の数を記録して

いたというメモだ

った。幼い字で、一

所懸命に記録して

い た 様 子 が 伺 え

た。禎子さんは、闘病中家族に

心配をかけぬよう明るく振舞っ

ていたそうだ。辛かっただろう、

苦しかっただろう…やるせない

気持ちになった。8 月 6 日をど

うにか生き延びたとしても、

様々な形で被爆した人の体は

蝕まれ続けることを学んだ。 

今回の平和の旅で、私が今

まで持っていた原爆と戦争の

知識は、とても浅はかだったこ

とに気づいた。

ま た 、 広 島 の

原爆の真相に

ついて触れて、

現代でもなお

各地で戦争が

起こっている事

への脅威、危機感も高まった。

私たち中学生は、大きなアクシ

ョンを直接起こすことはまだで

きない。しかし、これからを生き

る上で、戦争について「知る」、

「考える」、そして「伝える」とい

う 1 歩は誰でも

踏み出さなけれ

ばならないもの

だと学んだ。 

私は正直、今

回の平和の旅で

感じたものたち

を実際に声に出

して伝える勇気

が芽生えていない。怖いし、辛

い。が、「原爆ドームを後の世

に遺そう」「記憶を伝える資料

を遺そう」という勇敢な人々に

感銘を受けたのは確かだ。これ

からの将来、私も自分なりの形

を見つけ、必ず今回の経験を

伝え、さらに戦争と平和につい

て考えて行きたいと強く思う。 

新澤
しんざわ

 はな 

 

 

 

 

【平和担当】自分ができるこ

とをみんなで探したいですね 
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 私は今回の平和の旅を通し

て戦争の残酷さや悲惨さを改

めて感じることが出来ました。１

日目の大和ミュージアムでは

戦争で使われた戦艦や特攻隊

に使われた機体の大きさ、戦

艦に乗っていた人やその家族

の思いを学ぶことが出来ました。

１階の大和広場では戦機を乗

せた戦艦大和の１０分の１の模

型がありました。

自分が思ってい

たよりはるかに大

きく実際に使わ

れていたことに恐

怖を感じるととも

に当時の技術の

発達をとても感じました。館内

には戦争に加わった人の写真

や戦艦に乗っていた人の遺書

が展示されていました。遺書は

離れ離れになった家族を思い

やる内容が多く、カタカナで書

いてあるものもありましたが、

私たちが日常で使うような平

仮名と漢字で作られた分で書

かれた遺書もあり、今までは遠

い存在だった「戦争」が急に近

くに感じられ、こんな悲惨なこ

とが現実で起こったこと

を改めて実感し展示を見

ていて悲しかったです。 

２日目の平和記念資

料館では原爆の威力は

もちろん被爆者や被爆直

後の広島について知るこ

とが出来ました。被爆者

や原爆の被害を受けたお

弁当箱、三輪車を見ると原爆と

いうモノがどれだ

けの人を傷つけど

れだけのものを奪

ったのか、なぜこ

んなモノがつくら

れてしまったのか

など様々な疑問が

浮かびました。また、原爆によ

る悲惨さを後世に残し二度と

同じことが繰り返さないように

するため、人を傷つける兵器を

生み出してしまった後の結末を

忘れないようにするためにこの

資料館がつくられたのではな

いかと思いました。平和記念公

園内では平和の灯や国関係な

く被爆した人たちの慰霊碑が

あったり、千羽鶴が飾られてい

たり、戦争を二度と繰り返さな

いという強い思い

を感じました。 

現在日本では行

われてないものの戦争はロシ

アとウクライナ、イ

スラエルとパレス

チナなどなくなっ

ていません。戦争

が増えれば増える

ほど傷つく人は増

えていきます。一

人で戦争を無くす

ためにできること

は少ないけれど戦争について

知り、だれかに伝えていくこと

で戦争は無くなっていくと思い

ます。戦争がなくなり平和の灯

も消え、人々が協力して生活で

きる世の中を世界全体で作っ

ていきたいです。 

鳥海
とりうみ

まどか 

 

 

 

 

【平和担当】核兵器を地球

上からなくして、平和記念公

園の「平和の灯」を消せるよ

うにみんなで頑張っていきま

しょう 
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今回私が広島に行って感じ

たことは、絶対に戦争は繰り返

してはいけないということ、そし

てそれを深く受け止め自分達

ができることを精一杯行わなけ

ればいけないということだ。 

呉の大和ミュージアムに行っ

た際、戦艦大和に乗る人の家

族に向けたボイスメッセージを

聴いた。これを聴き私は｢直接

別れを告げること

も出来ないのか｣と

感じた。それと同時

にまだ先が長い人

生を戦争のため捨

ててしまうという選

択をした日本が正

しいと皆思っていた

ことに驚いた。 

平和記念資料館

に伺ったときには資

料を直視できず目を覆う人も

いれば、真っ直ぐと見つめる人

もいた。特に印象的だったのは、

外国人観光客が資料を真っ直

ぐ見つめていたことだ。彼らの

瞳は母国がしたこと

は揺るぎない事実で

あり、もう起こしては

いけないことだと語

っているように見え

たのである。また今、

このように外国人観

光客が多く来るよう

になった過程には、

どのような出来事が

あったのかより気になった。 

広 島 、 長 崎 に 原

爆が落とされ多くの

人が亡くなり、傷つ

いた。核兵器反対の

運動が日本では積

極的に行われてい

るが、まだ戦争や紛

争を行っている国が

多くある。皆平和を

求めているのに、な

ぜ人を傷つけるのか。私は戦

争といじめには似ているところ

があると考える。一定の対象を

傷つけるのは、言葉であっても

変わらない。世界から戦争をな

くすためには、身

近なところから変

えていかなけれ

ばならないので

はないか。私達 1

人ずつでは世界

を変えることは不

可能に近いが、この

ように平和を訴える

作文を創作したり、

皆が力を合わせれ

ばできるのではな

いか。 

二度と戦争は起

こしてはいけない。

私はその事を深く

受け止め、自分達

ができることを精一杯行ってい

きたい。 

 馬渡
まわたり

 琴
こと

 アレッサ 

 

 

 

 

 

【平和担当】小さなことでも

多くの人の思いが繋がれ

ば、何かを動かすことがきっ

とできます 
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1945 年、8 月 6 日、午前 8

時 15 分、原爆が投下されまし

た。約 43 秒間落下した後、相

生橋（あいおいばし）よりやや

南 東 の 島 病 院 付 近 高 度 約

600 メートルの上空で核爆発

を起こしました。核分裂により

大量の中性子線が放出されま

した。亡くなった方の人数は正

確に分かりませんが、約 14 万

人ものの人が

一瞬の原爆で

亡 く な り ま し

た。また周りは

一瞬で焼け野

原 に な り ま し

た。しかし、私

がみた広島はそのような過去

があるとは考えられないほどと

ても賑やかなお祭りをやってい

たり綺麗な海の風景を見ること

ができました。 

広島駅の近くのヤマトミュー

ジアムに行きました。入ってす

ぐのところに戦艦大和の 10 分

の 1 模型があり、とて

も大きく驚きました。

ヤマトミュージアムで

は色々な戦艦の模型

や呉の歴史、造船製

鉄などの科学技術が

体験を通してたくさん

学べます。ヤマトミュ

ージアムの中で私が印象に残

ったものは戦艦大和で亡くなっ

た人の名簿です。戦艦大和は

2 時間ほど戦ったのち沈んでし

まいました。乗員 3332 人のう

ち 3056 人が戦死しました。生

還者は 276 人では 1 割にも

満たなかったそうです。ほんの

2 時間の戦争でこんなにも人

がなくなったと考えるととても

残酷だと感じ

ました。 

次に、平和

記 念 公 園 で

の 印 象 に 残

ったことにつ

いてです。原

爆死没者慰霊碑とやはり原爆

の子が特に印象に残りました。

原爆死没者慰霊碑では『安ら

かに眠ってください 過ちは繰

返しませぬから』というヒロシ

マの強い意志が伝わりました。

原爆の子の像では私は実際に

原爆を体験していませんが、禎

子さんのお話を詳

しく聞いて、原爆

の辛さが少しわか

った気がしました。

また禎子さんの家

族への優しさがよ

くわかって一番近

い存在だからこそ

大切にしないといけないと思い

ました。 

私は広島に行く前までは海

での戦争や広島の原爆につい

てあまり触れてきませんでした。

しかし、今回今まで考えられて

いなかったことまでたくさん考

えられました。今まではまず知

るという立場でしたが今後私

は色々な人にこの過去を語り

続けていきたいです。 

森内
もりうち

 凜音
り お ん

 

 
【平和担当】つらくても「二

度とあってはならない」ため

に、多くの人に伝えていきま

しょう 
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中野区 企画部 企画課 発行 
平和・人権・男女共同参画係 

中野区のおもな平和事業 

 

平和企画展示 年４回程度、平和資料展示室や区民活動センターなどで、平和に関するさま

ざまなテーマでパネル展示を開催。 

中野の空襲や広島・長崎の原爆被害についてのほか、世界で起きている諸

問題についてのパネル展など、幅広いテーマで企画しています。 

平和のつどい 毎年夏頃に、なかの ZERO にて平和イベントを行っています。内容は平和に

関する映画の上映会や講演などです。令和６年度の平和のつどいでは、今年

度の平和の旅参加者による報告会を行う予定です。 

※令和６年７月２７日（土）予定 

平和資料展示室 中野総合体育館内にある平和資料展示室の運営を行っています。区民の方

からの寄贈品の展示や、平和の語りべの映像、平和に関する書籍を見ること

ができます。また、平和メッセージの募集や今回の旅で「原爆の子の像」に捧

げた千羽鶴を作るための「折り鶴プロジェクト」も常時行っています。 

※折り鶴プロジェクトとは 

 平和資料展示室には折り紙が常設してあり、折り鶴を折ることができます。

身近な人の平穏な日々を願いながら、戦争で犠牲になられ方々に思いを馳

せながら、今も紛争が続く世界の国々について考えながら、平和への思いを

新たにする時間としていただければ幸いです。 

平和基金 令和５年度から、平和事業は基金を使って実施しています。基金の運用益は

平和事業の運営費に充てています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


